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奈良県立医科大学医学部看護学科紀要編集部会規定

(目的)

第1条 この規定は、奈良県立医科大学医学部看護学科看護教育協議会規定(平成 16年4

月11::1)第 5条6頃の規定に基づき紀要編集部会(以下「部会」という)の設置及び

運営に闘し必要な事項を定めるものとする。

(委員会の名称及び構成)

第2条 紀要編集部会の名称は奈良県立医科大学医学部看護学科紀要編集部会とし、看護

教育協議会規定に基づく。

2 前項の規定にかかわらず、特定の事項を調査又は審議するために、紀要編集部会の議を

経て、小委員会を設けることができる。

(委員)

第3条 紀要編集部会の部会員は、若干名をもって組織する。

2 部会員は次の各号に定める教職員とする。

(1) 看護教育協議会が選出した専任教員

(2) 調査又は協議する事項に関する事務を所挙する事務部長又は学務課長の指名した

事務職員

3 部会員の任期は 2ヵ年とする。ただし、再任を妨げない。

4 部会員が欠けたときは、すみやかに補充し、その任期は前任者の残任期間とする。

(部会長)

第4条 紀要編集部会に部会長を置き、部会長は、他の規定に特別の定めがある場合を除

いて、各部会員の;互選とする。

2 部会長に事故又はその他のやむを得ない事由があり部会に出席できないときは、あらか

じめ部会長が指名する部会員がその職務を代行する。

(副部会長)

第5条 紀要編集部会は副部会長を 1名置き、部会長が任命する。

2 副部会長は部会長を補佐し業務を遂行する。

(会議)

第6条 紀要編集部会長は、必要のつど編集部会を招集し、議長となる。

2 部会は、部会員の 3分の 2以上の出席がなければこれを聞くことができない。

3 部会は、必要と認めるときは、部会員以外の者に出席を求め、意見を聴くことができる。

(報告)

第7条 紀要編集部会は、審議の経過及び結果について、看護教育協議会に報告しなけれ

は?ならtJ_しl
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(書記)

第8条 紀要編集部会に書記を置く。

2 書記は、部会長の命を受け、会議の記録を行う。

第9条 会議の記録は紀要編集部会長が保管する。

(その他)

第10条 この規定に定めるもののほか、必要な事項は、紀要編集部会で協議して定める。

2 紀要編集発行規定は紀要編集部会の議を経て別に設ける。

第11条 本規定に変更ある場合は、紀要編集部会の議を経て変更することができる。

付則

この規定は、平成 16年 4月 1日から施行する。
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奈良県立医科大学医学部看護学科紀要編集発行規定

(目的)

第1条 奈良県立医科大学医学部看護学科(以下「看護学科」という)は、その教育と研

究の諸活動を発展させ、高等教育機関に課せられた社会的責務を果たし、学術の

進歩に貢献することを目的として紀要を発行する。

(名称)

第 2条 看護学科が発刊する紀要の名称は、「奈良県立医科大学医学部看護学科紀要J (以

下「紀要」という)とする。なお、英語での名称はBULLETINOF F ACUL TY 

OF NURSING， SCHOOL OF MEDICINE， NARA MEDICAL UNIVERSITYとす

る。

(編集機関)

第3条紀要の編集は、紀要編集部会がこれを行う。

2 紀要編集部会については、医学部看護学科看護教育協議会規程の定めるところによる。

3 掲載された論文等の著作権は奈良県立医科大学医学部看護学科紀要編集部会に帰属

し、医学中央雑誌刊行会及び科学技術振興機構が主催する医学関連文献データベース

収載誌にて公開する。

(発行回数及び発行時期)

第4条 紀要は、 1年度に 1回、定期にこれを発行する。ただし、特別に必要があると紀

要編集部会が認めたときは、臨時にこれを発行することができる。

2 紀要の発行の時期は、 3月をもって定期とする。

(掲載範囲)

第 5条 紀要に掲載する論文等の種類は、次のとおりとする。

( 1 )総説

( 2 )原著

( 3 )研究報告

(4 )実践報告・資料

( 5 )講演その他の学会活動についての研究業績

( 6 )その他紀要編集部会が適当と認めたもの

(執筆者の範囲)

第6条紀要に執筆することができるものの範囲は、次のとおりとする。

( 1 )看護学科に勤務する専任の教員および非常勤の講師

( 2 )看護学科の教員を含む共同研究の参画者

(3 )その他紀要編集部会が執筆を依頼した者

(投稿の申し出)

第 7条 紀要に投稿しようとする者は、毎年 9月 10日までに紀要編集部会長に提出する。

原則として、原稿は、正1部、副 2部、計 3部提出とする。尚、副 2部は執筆者

名および所属は記入しないものとする。
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2 期限までに原稿の提出がない場合は、投稿申し出の権利は消失する。

3 論文の採択は査読者の査読をへて、編集会議で決定する。他の雑誌に発表された論文

は掲載しない。

4 執筆にあたっては、倫理的に配慮されている旨を明記すること。

(原稿の長さの制限)

第8条 原稿は所定様式 (A4版 20X42行横書き 2段組) 8枚以内とする。

2 原稿の枚数が多い場合には、印刷の実費の一部を執筆者が負担することがある。

(別刷の費用)

第9条別刷りは執筆者の負担とする。

(執筆の要綱)

第10条原稿の執筆は、次の要領とする。

( 1 )最終原稿は、完全原稿として提出するものとし、写真印刷をする。したがって校正

は行わない。

( 2 )専門用語または引用資料以外は、常用漢字、新かなづかい、ひらがなを用い、文体

は、口語体とする。

( 3 )外国人名、外国の地名、生物名等をカタカナ書きした場合は、原則として原綴又は

学名を活字体で併記するものとする。

( 4 )単位は、 m，cm， mm，μ111， nm， pm， A， 1， ml，μ1， mg，μgなどとする。また、

RIの質量は、記号の左上につける。なお、各符号の後ろに点を付けない。

( 5 )掲載原稿には、英文の標題を併記しなければならない。書式は投稿に関する細則に

従うこと。

( 6 )総説及び原著論文には、原著論文用原稿用紙第 1頁の所定の位置に40X10行程度の

日本語の要旨を記す。

( 7 )研究分野によっては、英文を欧文に読み替えることができる。

( 8 )印刷上の都合により原稿等の変更が必要になったときは、執筆者と協議の上、紀要

編集部会で決定する。

( 9 )投稿要領の詳細については、別に定める投稿細則による。

(10)文献の記載は、以下のように統一する。

1 )引用文献を示す注は、本文中に(筆頭著者の姓、年号)のように括弧書きの割注で

示し、論文の最後に文献リストを掲載する。

2 )文献リストは筆頭著者名のアルファベット順(和文 a 欧文を問わない)で記載し、

番号はっけない。また同一著者による同年発表の文献が複数ある場合は、出版年の

後にa，b' . .。をつける。

3 )著者が複数の場合は、本文中の引用箇所には筆頭著者の後に、「らJ (巨大文では「巴t

a1.J)を加える。また、文献リストには 3人まで著者名を明記し、 4人目以降を「他」

(欧文では letal.J) とする。

4) 文献リストの表記の仕方は次の通りとする。
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(雑誌掲載論文の場合)

著者名(発行年) :題名(副題).雑誌名，巻(号) :開始頁-最終頁.

例:Hammond C.B. ，Weed J.C. J1".， Currie J.L. (1980): The role of operation in the 

current therapy of gestational trophoblastic disease. Am J Obst Gynecol， 136: 

844-858 

藤岡完治(1996):臨地実習教育の授業として成立.看護教育， 37 (2) : 94-101. 

(単行本)

著者名(発行年) :題名(副題).版.発行所.発行地(外国語の文献の場合のみに

例:Beauchamp T. L.， Childress J. F. (1994): Principles of Biomedical Ethics. 4 th ed. 

Oxford Univ巴rsityPress. New York. 

松本光子(1986):看護実践課程一看護実践の系統的アプローチ.第一版.日総研出版.

5) 人文・社会科学系の論文にあっては、専攻分野で慣例となっている表記の仕方に従

うこともできる。

(規約の改正)

第11条 この規則の改正は、紀要編集部会の審議を経て決定する。

付則

この規定は、平成16年4月1日から施行する。

この規定は、平成19年9月1日から施行する。

。。
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編集後記

例年のことながら冬から春にかけては入学試験、卒業、進級、あるいは入学式とあわただしい

スケジュールに追われますが、今年は 4月からの大学院修士課程の開設準備が加わってさらに多

忙な時期で、あったと思います。そのような中でも研究論文をご投稿いただいた先生方ならびに紀

要編集部会からのお願いに快く応じてご寄稿いただいた先生方に感謝申し上げます。

今回は巻頭に飯田順三学科長から大学院開設に際しての苦労話を特別寄稿の形で頂戴しました。

また石津美保子教授にはライフワークの祷創看護についての総説をお願いしました。さらに今回

から勝井伸子講師に米国の伝記小説の翻訳を連載していただくことになりました。次巻以降の展

開に御期待いただきたいと思います。また、巻頭の飯田学科長の特別寄稿にあるように、学術研

究の拠点としての大学院の新設にあたり教員に求められる研究面の進展に、本紀要をご利用いた

だければ幸甚と存じます。また大学院教育の目的に附属病院との連携強化と看護レベルの向上が

挙げられています。さらに貢献できることを求めていきたいと思います。

看護学科紀要は我々からの情報発信の簡便なツーノレですが、当然ながら掲載内容の主体は研究

論文であり、よりレベルの高い、学術的に価値のある論文が望ましいことはいうまでもありませ

ん。このためには研究論文に対するいわゆる“peerreview，，がなされています。周知のようにこ

の査読という作業は極めて面倒で、本紀要の場合は日程に余裕がなく、大変なご負担と考えます。

さらに査読にあたっては単に原稿の問題点を指摘、批判するのではなく学術的価値の向上を目指

して教育的観点からの指導をお願いしています。このため、査読者のコメントは細にわたって言

及しでありながら、全体としての姿勢、格調の高さを求めるようなものとなっていました。また

このような指導的コメントに対して、各筆者の受け止め方も極めて前向きで、 2回の査読後の最

終原稿はずいぶん読みやすくなり洗練されたものとなっています。両者聞の信頼関係の表れと考

えます。またやり取りの中で本学看護学科紀要の対外的な評価を高めるということに言及する意

見をよくお聞きしました。大学教員は教育者であると同時にレベルの高い研究者で、あることを求

められています。まさに“peerreview"の利点が強調されるような状況を何度か目の当たりにし

ました。皆様のご努力に感謝申し上げます。私は optimisticです。

平成 24年 3月

平成 23年度看護学科紀要編集部会

委員長 漬田薫

副委員長瀬川睦子

委員 五十嵐稔子

委員 入江安子

委員 上平悦子

委員 勝井伸子

委員 本田由美
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